
 

 

 

 

 

 

システム労は１１月１８日、第２回年末手当交渉

を開催し、第１回の団体交渉において、組合員はコ

ロナ禍による在宅勤務では、労働環境などが十分に整わない中で業務をおこなっ

ていることなど、組合員の切実な声を訴えてきた議論経過も踏まえて、昨年支給

額と同額の２.７カ月で妥結しました。 

 

 

 

 

 

ＪＲ貨物労組は１１月１８日、年末手当交渉を開

催し、職場では慢性的な要員不足の中、組合員が超

過勤務や特休の買い上げに応じて、安全・安定輸送を支えているなどの現実を訴

え、ＪＲ貨物会社より昨年支給額を上回る１.６７カ月の回答が示され妥結しまし

た。 

 

ＪＲ総連通信 
２０２１年１１月１９日 №１４８９ 
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